
1 地域水産業再生委員会

浜の活力再生プラン

（第2 期）

【変更】

組織名
1

宇久l」1値賀地区地域水産業再生委員会
代表者名 会長伊藤六弘（宇久l」 1値賀漁業協同組合長）

別記様式第2号 別添

再生委員会の構成員
オブザーバー

宇久/J\値賀漁業協同組合、IJ\値賀町、佐世保市、 小阻賀町指導漁業士

対象となる地域の範囲及びI佐世保市宇久町、北松浦郡l」9値賀町（一本釣漁業・刺絹漁業・曳
漁業の種類

2 地域の現状

縄漁業・延縄漁業・たこ壷漁業・採介藻漁業・シイラ漬旋網漁業・
定置漁業 76名）

(1)関連する水産業を取り巻く現状等
宇久・小値賀地区周辺海域は、五島列島北端に位置し、複雑な海岸線を有するとともに周辺に

は天然礁が数多くあり、 漁業条件に恵まれた地域である。
平成29年度末の当地区の経営体数は592経営体（のべ数）であり、 一本釣り、刺網、曳縄、

延縄、採介藻、タチウオ曳縄、 シイラ漬旋網漁業等が営まれており、年間水揚高919トン、8
億8. 700万円となっている。

近年は気温•海水温の上昇などの気候変動・潮流の変化の影響を受け、盛漁期の漁獲量・漁獲
金額ともに減少している。まだ、漁業後継者不足・高齢化等の問題が懸念される。

そこで、漁滉環境の回復を図るため、離島 漁業再生支援交付金事業により藻場回復のための植
食性動物駆除や種苗放流、外国漁船監視活動等に取り組んでいる。また、燃油高騰対策補助事業
等により漁業者が使用する燃油の支援を受けるとともに、漁業者自ら船底濤掃や減速航行を継続
しコスト削減にも取り組んでいる。

(2)その他の関連する現状等
l」1値賀町は体験型観光の推進等に力を入れる中で、全国的にも元気な町として評価され、平成

24年度に「地域づくり総務大臣賞」の大賞を受賞した。また、25年度から国の指定を受けて
佐世保市とl」1値賀町は一体となって「海風の国」佐世保•I」1値賀観光圏事業に取り組んでおり、
旧家を活用した古民家ステイをはじめ、町にある色閃な資源を有効活用して、11lJの魅力として磨



き上げ、「住んでよし」、「訪れてよし」の観光地づくりをすすめている。更に、26年7月には、

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」が、国連教育科学文化機関（ユネスコ）に推薦されたが、

その後、推薦書の見直しにより一度推薦を取り下げ、平成28年9月から 「長崎と天草地方の潜

伏キリシタン関連遺産」に名称を変更し、再び世界遺産登録を目指して取り組み、平成30年7

月に世界遺産に登録された。小値賀町内にある 「野崎島の集落跡」も、その構成資産の一つであ

ることから、今後、ますます来島者が増えることが見込まれ、観光産業とタイアップした諸施策

を進めていく方針である。

3 活性化の取組方針
(1)前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等

 

(2)今期の浜の活力再生プランの基本方針

当地区の基幹産業である水産業の維持•発展及び活力ある漁村の実現のだめ、平成31年から 

35年までの5年間の実施期間に行う、浜の活力再生プランの漁業所得向上10%を目指す取

り組みの基本方針は、上記(1)に記した前期取組みを通じて得られた成果や知見等を生かしつ

つ、下記に示す12とする。

＜漁業収入向上のための取組＞

①磯焼け対策（食害動物の駈除・母藻投入）























4 目標

(1)所得 目標

漁業所得の向上10%以上 基準年

目標年

(2)上記の算出方法及びその妥当性

※別添資料参照 '

(3)所得目標以外の成果目標

直接取引店舗の開拓 基準年 ｀

目標年

(4)上記の算出方法及びその妥当性

H25,.....,H29の5中3 平均：

1経営体あたりの漁業所得 円
__ ..＇ ...... ,.,,.. " - ' ________ ,_ -------- -- '■'-

平成3 5年度：

1経営体あたりの漁業所得 円

平成30年度： 取引店舗 18店舗

販売金額 12.408千円

平成35年度： 取引店舗 23店舗
販売金額 15,853千円

現在、あわび館が 漁協から1」 1型漁船の水揚物を買い取り、東京等の消費地にある居酒屋等に販売

している。'

【取引店舗】
•第1期浜プラン策定時の取引店舗数は、 6店舗（平成2 5年度）で、 平成2 9年度 実績は

1, 8店舗となり、計画策定時の目標（平成30年度）14店舗を上回っている。·

•取引店補の平均増加数CH25'.'"'H29)は、(18店舗 ー6 店舗） /4 年= 3店舗となっている
が、直近3ヶ年 (H27~H29)に限ってみると、(18店舗ー13店舗） /3年=1.6店舗で

あり、 事業 取組当初よりは落ち善くものと考えられる。
•第 2期浜プランにおいては、 取引店舗数の増加を年1店舗（以上）とする。

・従って、 平成35年度の目標取扱店舗は�18店舗十5店舗=23店舗となる。

【販売金額】
•平成29 年度の実績は、 取引店舗18店舗、 販売金額12,408千円である。

•. 1店舗あたりの販売金額は、12,408千円/18店舗=689千円となる。
•平成35年には、直接取引店舗数は基準年より5店舗 増える計画であるため、 販売金額の増加

は、689千円X5店舗=3,445千円である。
・従って、平成 35 年度の目標 販売金額は、12,408千円+3.445干円=1 5, 8 5 3千円と

なる。
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